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(2) 昭和期の土地改良事業

(3）地域特性をふまえた今後の土地改良事業のあり方

この調査研究は， 1979年度東京農業大学総合研究所が行った，東京農業大学プロジ

ェクト研究の一環としてなされたものであり，調査費用等はその援助によったもので

ある。

はじめに

わが国の土地改良事業は，農業生産基盤の開発・整備ならびに地域環境整備を中心

にして歴史的に進められてきたが，その中でもとりわけ農業用・排水の開発・整備は

いつの時代においても最重要課題であった。

そして，それに伴う技術は，それぞれの立地特性の中から考案され試行錯誤の末，

その地域に見合った形態を生み出してきた。本稿では，扇状地形という立地の中でど

のようにして土地改良事業が進められ，現在どのような地域的問題を有しているの

か，さらに，今後の土地改良事業が国土保全という視点に立ってみたときどうあるべ

きかをみたものである。ここでは，扇状地形地域として，北陸扇状地帯の代表の lつ

である石川県手取川扇状地を例としてみていくことにする。

I. 手取川扇状地の立地特性

(!) 自然条件

(a）地形および降水条件

手取川扇状地は，手取川の乱流と堆積作用によって形成された沖積平野で，その面

積は約100km2に及んでいる。また，鶴来町を扇頂としてほぼ90。の扇角を保ち， 扇

頂から扇端までのもっとも長い距離は15kmで，その勾配は，扇頂付近で1/50（旧蔵

第 1-1表手取川流域内降水量表 （単位： mm)

峨g11 i~竺i I I 2 i 31 41 51 61 71 81 9 I 10111 112戸

: : I ：：~ ：~I :;:1 :::1 ：：~：：：I ：~ ::;j ::I ：：~I ：~；I ;::I::;: 

松

沢

山

小

金

蔵

~ 



佐藤・中村・n.r：手取川扇状地の土地改良事業と農業用水（ I) 3 

第1-1図 地域別降水量図
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山村），扇央で1/120（松任市），

そして扇端では1/260（松任市）

となっている。扇頂と扇端の標

高差はおよそ75mである。

現在，手取川扇状地は，手取

川を挟んで左・右岸に展開して

いるが，その面積比率は右岸側

が大勢を占め，左岸側において

は右岸側の1/6以下である。

往時の当地域は手取川の乱流

を思うままに任せる状態にあ

り， 現在の状態に落ちついたの

は鎌倉，室町時代ごろと推定さ

れている。

手取川は，その水源を白山山

系である大汝峰（2,680m）に発

し，途中幾多の支流を合わせ，

鶴来町を通り美川町にて日本海

に達する河川で，流域面積 809

km2，流路延長72.2 kmを有し，

このうち90%を山地が占めてい
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第 1-2図
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第1-3図 手取川流況図
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（注） 流量は，昭和10～17,23～29年の15ヵ年平均，降水量は昭和30～40年の11ヵ年平均である。

る。

手取川流域内の降水条件についてみると第I-I表のとおりである。

これをみると，全国平均よりもかなり多い降水量を示しながらも平野部と山間部と

では， l～8月までの期間において降水量に差があり， 111間部での量が多くなってい
る。その量は50～180mmに及び，さらに 9月以後は， 50～100mmの範囲となって

いる。また，全年との比較にあっては，山間部での降水量はI,200 mmも平野部降水

量より多くなっている。これは，冬期間における積雪L 梅雨時の雨量の差が大きな

影響を与えているためと恩われる。

(b) 手取川の流況特性

以上のような降水状況下にあって，手取川の流況がどのようになっているかをみる

と第ト3図のとおりであるが，これをみると，農業用水取水地点以前（鶴来町中島地

点）において，

2～5月 降水量漸減

2 ~ 4月 流量漸増（ 4月ピーク）

5～7月 降水量漸増

5～7月 流量漸減 （7月ごろ融雪終）
8～12月 降水量，流量同一傾向

となっている。

このうち， 2～4月までは， 2 ~ 5月の降水量漸減にもかかわらず手取川の流量は

2月から比べると相当増加している。これは，冬期間積もった雪が徐々に融け出し，
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第1-4図 手取川扇状地土壌分布図
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4月にピークとなるためであり， 4月以後7月まで緩い変化となっている。そして，

8月以後急減し，降水量の変化とともに同じような流量変化を示している。

このように，手取川の流況の変化が大きいのは，北陸特有の気象によるものであ

る。 すなわち，冬季には北西季節風の影響で多量の降雪があり，また，夏季には地形

性の降雨のため局地的豪雨によって，上流水源地域での降水量を増大させている。そ

してこのことが，侵食性の強い地形を露呈させ，手取川の流況に大きな影響を与えて

いるものである。なお，潟水比流量は2.46 m3 /s/100 km2 （鶴来町）で， 北陸平均の

2. 7 m3/s/100 km2と比べると少ない。

(c) 扇状地の土壌条件

手取川扇状地における土壌条件についてみると，手取川右岸中央部においては磯質

土壌が多く分布し，その中を島状に黒色一貨褐色土嬢と灰色一灰褐色土壌が分布し，

特に松任市，野々市町においてはこれらの土壌が大勢を占めている。さらに，手取川

左岸下流部と右岸下流部においては，低湿地が多くグライ土壊が発達している。これ
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第1-5図 手取川扇状地行政区域図
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は，小松方面から美川町にかけて発達した砂丘と，扇状地末端における湧水の影響を

受けてこの地域が低湿地状況を示しているためである。

表土の厚さについてみると，手取川に沿った磯質土壌においては30cm以下がほと

んどであるのに対して3 グライ土壌の分布する地帯では表土の厚さは90cm以上に及

んでいる。

(2) 人口および農業動態

手取川扇状地に展開する行政区域としては，左岸倶I］において小松市，根上町，寺井

町，辰口町が，また右岸側には金沢市，松任市，野々市町，鶴来町，美川町，川北町

の3市7町が占めている。

今，手取川扇状地での人口およひ守農業動態について各市町別に昭和35年と同50年と

の比較でみてみることにする（第 1-2表参照）。

(a）人口の推移

人口の推移についてみると，左岸にあっては辰口町，右岸にあっては美川町とJll北

町を除いていずれの市町においても県平均より高い増加率を示している。このうち，

とくに右岸側の野々市町が最高の増加率を示し，昭和35年に比し2.3倍もの人口増加と

なっている。これに対して，同じ右岸倶I］の川北町では逆に人口の減少をきたしている。

これは，野々市町においては，金沢市と松任市の中聞に位置しており，いわゆる都

市近郊のベッドタウン化へと進んだためである。また，川北町においては，手取川に

沿った平坦地で，ほとんどが水田を主体とした農業中心地域であり，しかも，金沢市，

小松市とは位置的な関係、から都市近郊としての発展性が薄く，このため，人口増加が

停滞しているためと考えられる。

これに関連して耕地面積の変化についてみると，とくに水田面積においては，野々

市町での減少率が一番高く，昭和35年当時より36%の減少率をきたしている。これに

次いで減少率が高いのは美川町で25%の減少ヲそして寺井町の21%と続き，他は県平

均とほぼ同じか低い状態を示し，中でも川北町では最低でわずか2%の減少のみにと

どまっている。これに次いで，小松市で7%，根上町で8%の低い減少率である。

(b) 地減別にみた農業の動向

専兼業別農家数の変化についてみると，第ト3表にみられるように，昭和35年にお

いて左・右岸での専・兼率に相異がみられる。すなわち，左岸側にあっては，専業お

よび i種兼業農家率が県平均よりも低く，これに対して2種兼業農家率が県平均より

高くいずれも50%以上を占めている。一方，右岸側地域にあっては美川町を除いて専

業農家率が県平均より相当高くなっている。また， ［＇種兼業農 家率は，川北町を除い

て県平均を下回り，左岸地域とほぼ同率である。しかし， 2種兼業農家率は美川町を

除いてかなり県平均を下回っており，左岸地域と比較しでもその半分の率である。
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第1-3表 専兼業別農家率の変化

地域別 ｜ 左 岸 ｜ 右 岸 ｜

前i 詩 ｜小松市｜根上町｜寺井町医口問金沢市降任市｜ 需品陣来町1~）1IIHTjJ11北町｜県
昭｜専業 ｜17. 11 JO. 61 12. 31 13.司34.0：“司45.1127.21 1 .6 0.8 18. 
I I兼 I31. 11 34. 91 24. 21 36.判 37.81 32.別 31.91 33. 91 31. 6 47. 7 40. 7 
35, 2兼 I51. 8[ 54. 4[ 63. 5[ 50. 4[ 28. 2 21. 4[ 23. O[ 39. O[ 5 . 9 21. 5 40. 

~~－｝］山；~,iJ ~q：：日！日日：
このように，昭和35年当時において左岸地域における 2種兼業農家率の高いこと

L 右岸地域での専業農家率の高いこととはまったく相対的な現象としてとらえられ

る。これは，左岸地域では小松市の工業の進展に伴う農業労働の流出に起因するもの

と考えられるが，この他に l戸当り経営耕地面積が県平均レベルにあるものの，右岸

地域に比べ0.2～0.8haもの差があることもみのがせない要因である。

しかし，昭和50年に至ると，専業農家率は左 ・右岸地域とも10%以下のほぼ同じ率

となってしまい，小松市，金沢市，松任市を除いて県平均以下の状態となっている。

これに対して， l種兼業農家率は左岸より も右岸地域のほうが若干高く，鶴来町を除

いて20~35%の範囲にあるが，左岸地域は板上町で、県平均を上回っているものの，他

の地域は県平均を下回り， 6～15%の範囲にある状態である。また，2種兼業農家率

は，左岸地域のほうが高く，県平均とほぼ同じレベルを示しているが辰口町にあって

は，左 ・右岸両地域の中でも最高の92%を示している。右岸地域では鶴来町を除いて

県平均以下で，とくに松任市，野々市町，川北町のように l戸当り水図面積が lha.IJ_ 

上の地区では2種兼業農家率が大部低い数値となヮている。このようなことから，昭

和35年から同50年の聞の農業動態の特徴は，とくに右岸地域での専業農家と 2種兼業

農家の変化過程の中に見出すことができる。

なお3 耕地率は山地を含んでいる小松市，反口町，金沢市，鶴来町で低く，その他

の地区では手取川扇状地平野部の中にあって県平均より相当高い比率を示し，いずれ

も水田面積率が高く，畑 ・樹園地は小松市，金沢市に多くみられるにすぎない。

次に，今までみてきた扇状地での土地利用の特性を形成せしめた lつの要因でもあ

る，土地改良事業の進展と地域特性についてみていくことにする。

（佐藤一大学教授農博

中村一大学助手醐）

前．東京農業大学助手，農博
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